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「地方公共団体向けアナログ規制点検ツールα版」について

デジタル庁では、地方公共団体が、所管する条例・規則等からアナログ規制に該当しうる条項をキーワード検索で洗い出す
作業（デジタル庁「地方公共団体におけるアナログ規制の点検・見直しマニュアル【第3.1版】（以下「マニュアル」）」の
「Step３」の一部に当たる作業）を自動で実施するツールとして、Excelのマクロを使った「アナログ規制点検ツール」を開
発・提供。

2025年９月、地方公共団体からの支援強化の要望が大きいこと等も踏まえ、地方公共団体の実務に則した機能実装（主に以
下）等を行った上で、「地方公共団体向けアナログ規制点検ツールα版」として開発・公開。
●フォルダに格納した複数の例規ファイルを一括点検可能（階層化されたフォルダ構成でも対応可）
●洗い出し対象の例規ファイルについて、Word文書に加えリッチテキストファイルに対応
●マニュアル掲載のアナログ規制の検索キーワード例を網羅的にデフォルト設定（and検索・or検索にも対応）
●検索で洗い出された条項を、「アナログ規制点検・見直し対象リスト様式例」（マニュアル「参考資料３」）に自動転記
●同一条文に複数の規制区分のキーワードが混在するとき、複数行で表記するか１行で表記するか選択可能
●様式例について、別ファイルに出力可能
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本ツールの利用に関する主な流れ
手順０．点検ツールファイルの設定確認（マクロの有効化、セキュリティ設定）
手順１．事前作業（キーワードリストの設定）
手順２．ツールの動作設定（キーワードリスト・点検リスト様式の選択、条文抽出方法、条例名の取得位置、

条文抽出シートのキーワード着色、点検リストへのコピー方法）
手順３．条文ファイル点検（点検対象ファイルのフォルダへの格納、一括実行・個別実行）
手順４．点検リスト出力
手順５．点検結果クリア（新しい点検を実施する場合）
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手順０．点検ツールファイルの設定確認（マクロの有効化）
点検ツールを起動し、以下を選択。
「ファイルタブ」⇒「その他」⇒「オプション」 「トラストセンター」⇒「トラストセンターの設定」を選択。

①

②

③

④
➄

「マクロの設定」にある
「警告して、VBAマクロを無効にする」か
「VBAマクロを有効にする」を選択。
 その後、必要に応じて再起動を実施。

※点検ツールを起動する際は、ZIPフォルダ外に点検ツールファイルを移動してから起動。
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手順０．点検ツールファイルの設定確認（セキュリティ設定）

「編集を有効にする」をクリックしたのち、この「セキュリティリスク」メッセージが出た場合、以下の作業を実施。

ファイルを右クリックして出てくるメニューの「プロパティ」の、
「セキュリティ」にあるチェックボックスにチェックを入れる。



点検シート画面解説と作業手順の説明 手順２．ツールの動作設定

・キーワードリスト・点検リスト様式の選択
キーワードリストと点検リスト様式を、現行の
マニュアル【3.1版】に対応したキーワードと
新様式とするか、マニュアル【3.0版】に対応
したキーワードと旧様式にするか選択。

・条文抽出方法
点検対象の例規ファイルにおいて、Wordソフ
トの「段落番号」を利用している場合は、「段
落番号を取得する」を選択。この場合、「段落
番号を取得しない」場合と比べて処理時間が長
くなる。

・条例名の取得位置
条例等の例規の名称をファイルのどの部分から
取得するかを選択。取得した情報が「条文抽
出」シートのA列（条例名）に記載。

・条文抽出シートのキーワード着色
キーワード検索で該当した箇所について「条文
抽出」シートにおいて文字を着色するかしない
かの設定。着色しない場合でも「様式例」では
着色した状態となる。

・点検リストへのコピー方法
「様式例」シートに転記する際、同一条文に複
数の規制区分のキーワードが存在するときに
「様式例」シートにおいて、規制区分ごとに行
を分割するか、分割しないかの設定。分割しな
い場合、規制区分ごとにフォントの色分けを実
施。マニュアルの参考資料11に記載している、
デジタル庁が提供する生成AI活用のためのプロ
ンプト例を使用する場合は「規制区分ごとに行
を分割しない」を選択。
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手順５．点検結果クリア

点検を新たにやり直したい場合にこち
らのボタンを押下。結果はクリアにな
るが、ツールの動作設定の内容は維持。

手順３．条文ファイル点検

・点検対象のファイルが格納
されているフォルダを指定し
て点検実施。

・点検処理を個別に実行する
ことも可能。

手順１．事前作業

検索するキーワードを「キー
ワードリスト」シートで設定。

手順４．点検リスト出力

帳票に抽出された内容をExcel
ファイルとして出力し保存。

■「点検シート」シート



■アナログ規制点検ツール「点検シート」

手順１．事前作業（キーワードリストの設定）

③

④

■「キーワードリスト」シート
検索するキーワードとその条件を設定。あらかじめマニュアルに記載されたキーワードが設定済みとなっている。
②～④の内容は自由に修正や追加をすることができるが、①は既存の規制区分の選択肢からしか選択できない。
※マニュアル第3.1版のキーワードリストに変更済。
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②検索ワード
検索ワードに記載の
ワードが検索対象。

③OR条件
②検索ワードと同じ条文にOR条件のいずれ
かのキーワードがある場合のみ抽出。

①規制区分
マニュアル記載の7項
目＋FD等から選択。

②①

※キーワード設定の詳細条件等については、本点検ツールの「本ツールに関する留意事項」シートの「キーワードの設定方法」の内容を参照。

④除外条件
②検索ワードに記載があっても、除外条件に記載
された内容に合致する場合は抽出せず。



手順２．ツールの動作設定（条文抽出方法）
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「段落番号」を使用している場合 「段落番号」を使用していない場合

点検対象の例規ファイルがWordの「段落番号」機能を使用しているかの確認方法は以下の通り。
■例規ファイル

①
段落番号になっている
か確認したい部分に
カーソルを置く

②

①

②
「段落番号」を使用し
ている場合はこのよう
な表示



手順２．ツールの動作設定（条例名の取得位置）

7

条例等の例規の名称が、対象となる例規ファイルのどこに記載されているかに応じて取得位置を３つの選択肢の中から指定。
ここで指定した内容が「条文抽出」シートの条例名に転記される。

選択肢③ ファイル名

選択肢① ファイル内の１行目
選択肢② ファイル内の２行目

※上記の例では「ファイル内の２行目」又は「ファイル名」を選択すると、正しい例規の名称である「デジタル庁設置法」が抽出可能。



手順２．ツールの動作設定（条文抽出シートのキーワード着色）

8

条文抽出の時点でキーワードを着色するかの設定が可能。着色しない場合は処理時間の短縮が見込まれる。

着色する場合

着色しない場合

■「条文抽出」シート

■「様式例」シート

評価し

評価し

どちらの場合でも転記先の「様式例」では着色。



手順２．ツールの動作設定（点検リストへのコピー方法）
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検索した結果、同一条文に複数の規制区分のキーワードが含まれる場合、
規制区分ごとに行を分割するか分割しないかを選択可能。

■「条文抽出」シート

■「様式例」シート
分割する場合

分割しない場合

分割した場合は赤字で表記。

分割しない場合は複数の色で表記。
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フォルダ選択画面で例規ファイルの格納された
最上位のフォルダを指定すると点検が自動的にスタート。 指定したフォルダの配下にあるフォルダも認識可能。

手順３．条文ファイル点検（一括実行）

事前に点検対象のファイルをフォルダに格納した上で、「条文ファイル点検（一括実行）」
を押下し点検開始。

点検が可能なファイルは、Word文書（.dox .docx）及びリッチテキストファイル（.rtf）のみ。
※一太郎のファイルは対象外のため、一太郎→Word変換ツールを利用してWord文書に変換
してから利用。

■「点検シート」シート

https://laws.e-gov.go.jp/tools/analog-inspection-tool/files/ConvertingIchitaro2Word.xlsm
https://laws.e-gov.go.jp/tools/analog-inspection-tool/files/ConvertingIchitaro2Word.xlsm
https://laws.e-gov.go.jp/tools/analog-inspection-tool/files/ConvertingIchitaro2Word.xlsm
https://laws.e-gov.go.jp/tools/analog-inspection-tool/files/ConvertingIchitaro2Word.xlsm


手順３．条文ファイル点検（個別実行）
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点検処理の各工程を個別に実施することも可能。

特に初めて実施する場合や、ファイル数が多い場合は
個別に実行し動作を確認することを推奨。

■「点検シート」シート



手順３．条文ファイル点検（条文抽出・キーワード検索）
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通知
（定期検査・点検）

立ち入る
（目視）

測量
（目視）

セルをクリックすると対象ファイルの
該当条文が開く。

■「条文抽出」シート
対象ファイルの全条文を抽出したのち、キーワードの検索結果を表示。



手順３．条文ファイル点検（点検リストの作成）
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■「様式例」シート
「条文抽出」シートの内容を「様式例」に転記。一括実行の場合はこの作業まで実施。

※様式例の内容は、マニュアルの参考資料３の様式。



手順４．点検リスト出力
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「様式例」に記載された点検リストを別ファイルとしてExcelファイル（.xlsx）に出力可能。

■「点検シート」シート

■Excelファイル版「様式例」



手順５．点検結果クリア 他
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新しい点検を実施する際は、「点検結果クリア」をクリック。
各シートの点検結果が初期化となる。

■「点検シート」シート

点検作業が実施中の場合に点検を中止したい場合は
キーボードのEscボタンを長押しすると作業の中断が可能。

点検ツールの左下部に作業の進捗状況を表示。
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その他の留意事項

・ 一度に点検可能なファイル数に制限はないものの、多くのファイルを点検すると非常に長くの時間を要してしま
うことがあります。

・点検対象となるファイルの文書内の表は文字だけを抽出可能ですが、表の構造や画像データの文字情報について
は抽出不可となります。
※その他詳細な条件等は本ツール内の「本ツールに関する留意事項」シートを確認してください。

・団体におけるシステムの設定でエクセルのマクロの動作を制限している場合がございます。マクロが起動しない
場合は貴団体のシステム担当者に設定内容をご確認ください。

・ 本ツールの利用方法等について不明点や質問等があれば、以下の連絡先までご連絡いただくか、共創プラット
フォームの「#共創pf_デジ_pj_アナログ規制の見直し」チャンネルで質問してください。

デジタル庁 戦略・組織G デジタル改革企画（法制・制度）
rincho-local@digital.go.jp

mailto:rincho-local@digital.go.jp
mailto:rincho-local@digital.go.jp
mailto:rincho-local@digital.go.jp
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